
Movement of prefecture

毎月3日は、「ちゅらさん運動の日」 16「美ら島沖縄」2006.217 「美ら島沖縄」2006.2 「ちゅらさん運動」で築く安全・安心な沖縄県

お問い合わせ 県技術管理課（リサイクル資材） TEL：098-866-2374
FAX：098-866-2235TEL：098-866-2231
FAX：098-866-2506

県環境整備課（リサイクル製品）

県
産
の
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
を

優
先
し
て
使
い
ま
し
ょ
う
！

　

廃
棄
物
に
は
、「
産
業
廃
棄
物
」と「
一
般
廃
棄
物
」が
あ

り
ま
す
。産
業
廃
棄
物
は
事
業
活
動
に
伴
っ
て
排
出
さ
れ

る
廃
棄
物
の
う
ち
特
に
法
律
で
定
め
ら
れ
た
二
十
種
類

で
、
一
般
廃
棄
物
は
産
業
廃
棄
物
以
外
の
主
に
家
庭
か
ら

排
出
さ
れ
る
も
の
を
指
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
若
干
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
、
更

な
る
排
出
量
の
抑
制
と
、再
生
利
用
の
促
進
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

県
内
の
廃
棄
物
の
現
状

リ
サ
イ
ク
ル
資
材
・

製
品
の
認
定
制
度
と
は
？
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一般廃棄物の総排出量の推移

H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15

500

475

450

425

0

動物の
ふん尿
40.5％

22.9％

19.5％

5.9％

11.2％
その他

動植物性
残さ

がれき類

産業廃棄物の種類別発生割合

汚泥

総発生量

3,612千t/年

認定リサイクル資材一覧
評価基準の区分 資材数

再生資源含有加熱アスファルト混合物
再生資源含有路盤材
再生資源含有　コンクリート二次製品
再生資源含有鉄筋スペーサ
再生資源含有土砂代替材
再生資源含有堆肥
再生資源含有土壌改良材
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未
来
の
た
め
に

私
達
が
で
き
る
こ
と
。 RECYCLE

廃棄物の発生

県内のリサイクル資材・製品製造施設

制度の活用

リサイクル資材　　　　　　　リサイクル製品

建設資材に用いるもの
（以下「リサイクル資材」）

再生資材を含む路盤材
アスファルト混合物など

建設資材以外の、主に日
常生活で用いられるもの
（以下「リサイクル製品」）
トイレットペーパー
土壌改良材など

沖縄県リサイクル資材評価認定制度
所管：土木建築部技術管理課

リサイクル資材の認定申請

リサイクル資材の審査・認定

県の公共工事などでの率先利用

沖縄県産リサイクル製品利用促進制度
所管：文化環境部環境整備課

リサイクル製品の認定申請

リサイクル製品の審査・認定

日常生活などでの利用

分別排出・収集

再商品化

販 
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販 
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公共工事
などでの
利用

日常生活
などでの
利用

用途：

対象：

用途：

対象：

「ゆいくる」のロゴマーク

　
「
循
環
型
社

会
」と
い
う
言

葉
を
聞
い
た
こ

と
は
あ
り
ま
す

か
？
こ
れ
は
、

木
や
石
油
な
ど
の
限
り
あ
る

天
然
資
源
の
消
費
を
抑
制
し
、

環
境
へ
の
負
荷
を
で
き
る
限
り

低
減
す
る
社
会
を
い
い
ま
す
。

　

こ
の
社
会
に
お
い
て
は
、製
品
の

廃
棄
は
で
き
る
限
り
抑
え
、廃
棄
物
に
つ
い
て
は「
循
環

資
源
」と
し
て
の
再
使
用
や
再
生
利
用
を
行
い
、そ
れ
が

で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
適
正
に
処
分
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
場
合
の
再
生
利
用
が「
リ
サ

イ
ク
ル
」の
こ
と
で
、廃
棄
物
を
再
び
資
源
と
し
て
有
効

活
用
し
、物
質
の
循
環
を
図
る
た
め
の
大
切
な
考
え
方

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、リ
サ
イ
ク
ル
を
促
進
す
る
た
め
に
、「
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
法
」や「
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
」な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
製
品
を
対
象
に
し
た
法
律
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。消
費
者
の
み
な
ら
ず
、製
造
メ
ー
カ
ー
も
リ
サ
イ
ク

ル
に
係
る
費
用
な
ど
を
負
担
す
る
中
、分
別
収
集
や
再

生
加
工
な
ど
の
体
制
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、せ
っ
か
く
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
が
作
ら
れ
て

も
、利
用
さ
れ
な
い
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
出
口
で
滞
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、県
で
は
、リ
サ
イ
ク
ル
の
出
口
と
な
る
製
品

の
需
要
を
促
す
こ
と
で
、ス
ム
ー
ズ
に
資
源
が
循
環
し
て

い
け
る
よ
う
リ
サ
イ
ク
ル
資
材・製
品
の
認
定
制
度
を
定

め
て
い
ま
す
。

　

認
定
制
度
に
は
、
建
設
資
材
に
用
い
ら
れ
る
リ
サ
イ
ク

ル
資
材
を
対
象
と
す
る
「
沖
縄
県
リ
サ
イ
ク
ル
資
材
評
価

認
定
制
度
」と
、
そ
れ
以
外
の
主
に
日
用
品
な
ど
に
使
わ

れ
る
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
を
対
象
と
す
る
「
沖
縄
県
産
リ
サ

イ
ク
ル
製
品
利
用
促
進
制
度
」の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
リ
サ
イ
ク
ル
資
材
・
製
品
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
も
県
内
で
発
生
し
た
廃
棄
物
を
原
料
と
し
て
生

産
さ
れ
た
も
の
に
限
り
ま
す
が
、県
が
品

質
や
安
全
性
に
つ
い
て
客
観
的
な
基
準

を
定
め
、そ
れ
を
満
た
し
た
資
材
・
製
品

を
認
定
す
る
こ
と
に
よ
る
利
用
拡
大
を

ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
六
年
度
か
ら
認
定
を
行
な
っ

て
い
る
リ
サ
イ
ク
ル
資
材
で
は
、
こ
れ
ま

で
に
三
十
三
資
材
が
認
定
さ
れ
て
お
り
、

主
に
日
用
品
な
ど
に
使
わ
れ
る
リ
サ
イ

ク
ル
製
品
に
つ
い
て
も
、
今
後
、
県
に
よ

る
認
定
を
行
い
ま
す
。

　
「
県
産
リ
サ
イ
ク
ル
資
材
・
製
品
」
と

し
て
認
定
さ
れ
た
も
の
に
は
、「
ゆ
い
く

る
」の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
使
用
で
き
ま
す
。こ

の
マ
ー
ク
を
目
印
に
、「
県
産
リ
サ
イ
ク

ル
資
材
・
製
品
」の
優
先
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。
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循
環
型
社
会
を

作
る
た
め
に


